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令
和
７
年
度
決
算
報
告

歳入決算額の構成

一般会計
　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
。
歳
出

増
加
の
主
な
要
因
は
、
大
溝
小
学
校

校
舎
屋
上
防
水・外
壁
等
改
修
工
事
、

保
育
所
整
備
交
付
金
な
ど
の
施
設
整

備
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
費
用
の

増
加
で
す
。
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

の
増
額
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

　
令
和
７
年
度
末
の
基
金
残

高
は
62
億
８
５
８
万
円
で
、

前
年
比
13
・
３
％
の
増
加
。

地
方
交
付
税
の
追
加
交
付

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
近
年

の
基
金
残
高
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

町 民 の 皆 さ ん が
負 担 し た 町 税
（1 人あたり換算）

11 万 1,503 円
令和 8 年 1 月 1 日 現在
人　口　  13,546 人

町民税 47,178 円

固定資産税 52,109 円

軽自動車税 4,397 円

町たばこ税 7,819 円

使用料及び手数料使用料及び手数料
0.4 ％0.4 ％

諸収入諸収入
1.2 ％1.2 ％

（地方消費税交付金など）（地方消費税交付金など）
その他その他

4.5 ％4.5 ％

地方譲与税地方譲与税
0.8％0.8％

町民税　　　 6 億 3,906 万円
固定資産税　    7 億 586 万円
軽自動車税　　　 5,956 万円
町たばこ税　     1億 591万円

うち、ふるさと納税寄附金
20 億 2,308 万円

（企業版）600 万円

町が実施する事業に対
して国や県から交付さ
れる補助金など

その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

町の貯金（基金残高）の推移

歳入総額 102億3,367万円　前年比＋20.7％

歳出総額    96億8,833万円　前年比＋22.7％

　歳入歳出差引額　     5 億 4,534 万円
　翌年度への繰越財源　1億 2,077 万円
　実質収支　              4 億 2,458 万円　前年比　－24.8％

歳入総額
102 億 3,367 万円

町 債町 債
3.4％3.4％

町  税町  税
14.7 ％14.7 ％

自主財源自主財源
47.8 ％47.8 ％

依存財源依存財源
52.2 ％52.2 ％

繰越金繰越金
5.7％5.7％

（分担金・（分担金・
　　　寄附金など）　　　寄附金など）

その他その他

25.8％25.8％
地方交付税地方交付税

国県支出金国県支出金
22.0％22.0％

国から交付される使途に
制約のない財源

資金調達のための借入金

21.5％21.5％

R3 R4 R5 R6 R7

町民 1 人
あたり

22.2

19.8

3.4

32.4 万円

22.4

22.6

3.6

34.9 万円

22.6 22.7 22.8

24.4 28.0
35.3

3.9 4.1 4.0

37.1 万円
40.1 万円

45.8 万円

60

50

40

30

20

10

0

（億円）
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町 民 の 皆 さ ん に 使 わ れ た お 金
（1 人あたり換算）

71 万 5,216 円
令和 8 年 1 月 1 日 現在
人　口　  13,546 人

人件費 91,883 円
扶助費 144,038 円
公債費 30,708 円
普通建設事業費 77,552 円
災害復旧事業費 0 円
物件費 136,286 円
維持補修費 1,228 円
補助費等 93,653 円
積立金 86,642 円
投資及び出資・貸付金 7,018 円
繰出金 46,208 円

※
１　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
歳
入
不
足
額
は
、
翌
年
度
予
算

か
ら
の
繰
り
上
げ
充
用
で
赤
字
補

て
ん
を
し
て
い
ま
す
。

※
２　
水
道
事
業（
資
本
的
事
業
）

の
収
入
不
足
額
は
、
積
立
金
な
ど

で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
末
の
地
方
債

残
高
は
39
億
７
１
６
１
万
円

で
、
前
年
比
１・
２
％
の
減

少
。
新
規
発
行
額
よ
り
も
償

還
額
が
大
き
い
た
め
、
残
高

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
の
た
め
、
基

金
の
取
り
崩
し
額
や
地
方
債

の
新
規
発
行
額
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

町の借金（地方債残高）の推移 その他地方債

臨時財政対策債

性質別歳出決算額の構成

町が発行した地方債の元金・
利子の支払経費

道路、教育施設などの建設
や改修に必要な経費

その他の経費とは・・・その他の経費とは・・・

物品購入や業務委託費、
補助金などの義務的・投
資的以外の消費的な支出
に充てる経費

投資的経費とは・・・投資的経費とは・・・

道路や学校などの公共施
設を整備する経費

義務的経費とは・・・義務的経費とは・・・
職員給与、福祉や医療費、
町の借金の返済など毎年
必ず必要となる経費

維持補修費維持補修費
0.2 ％0.2 ％

投資及び投資及び
出資・貸付金出資・貸付金

人件費人件費
12.8 ％12.8 ％

扶助費扶助費
（高齢者福祉（高齢者福祉
・児童福祉などの・児童福祉などの
  社会保障の経費）  社会保障の経費）

20.1 ％20.1 ％

義務的義務的
　経費　経費

37.2％37.2％

投資的投資的
経費経費

10.8 ％10.8 ％
公債費公債費
4.3 ％4.3 ％物件費物件費

（旅費、備品購入、（旅費、備品購入、
委託料などの経費）委託料などの経費）

19.1 ％19.1 ％

積立金積立金
12.1 ％12.1 ％

繰出金繰出金
6.5％6.5％

補助費等補助費等
（各種団体への（各種団体への

補助金や助成金補助金や助成金
などの経費）などの経費）

13.1％13.1％

1.0 ％1.0 ％

普 通 建 設普 通 建 設
事業費事業費

10.8 ％10.8 ％

52.0 ％52.0 ％

　その他　その他
　  経費　  経費

歳出総額
96 億 8,833 万円

会　計　名 決算額 前年度比

国民健康保険　※１
歳入 17 億 377 万円 - 1.5%
歳出 17 億 3,243 万円 - 5.1%
差引 - 2,865 万円 - 70.1%

後期高齢者医療
歳入 2 億 6,635 万円 +10.5%
歳出 2 億 4,984 万円 +9.4%
差引 1,651 万円 +29.1%

水道事業
収益的事業 収入 2 億 6,055 万円 +1.2%

支出 2 億 2,195 万円 - 5.8%
資本的事業

※２
収入 4,678 万円 +152.3%
支出 8,854 万円 +17.3%

町民 1 人
あたり

R3 R4 R5 R6 R7

（億円）
60

50

40

30

20

10

0

34.2 万円
32.2 万円 30.9 万円 29.3 万円29.4 万円

22.7

25.2

21.4
21.0 22.6

21.1

19.2 17.121.323.4

特別会計決算
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令
和
７
年
度
ま
ち
づ
く
り
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
抜
粋
）

　
自
治
総
合
計
画
で
め
ざ
す
町
の
姿
の
達
成
具
合
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
令
和

９
年
度
ま
で
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
集
計
結
果
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。             　
　
　
　
　
　

 

㉄
企
画
財
政
課　
(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
６

住み続けたいと思える 持続可能な循環のまち おおき

未来につなぐ環境先進のまち

ま ち づ く り
町民アンケート
で 毎 年 評 価

基 本 理 念

町の将来像町の将来像
省エネ製品の利用を進め、再生可能エネルギー利用
設備を導入している町民の割合

（R6）53.2％　⤴（R7）55.7％
R5 年度末（中間）目標　54.5％
R9 年度末（最終）目標　58.3％

（事業費：3,562 万 6 千円）

　国の重点対策加速化交付金を活用し、太陽光発電設備、蓄電池
設備を設置する個人に対して補助金を交付しました。また、公
共施設（町内小中学校、循環センター、テニスコートなど）の
LED 化を行い、ゼロカーボンシティの推進を図りました。

令和 7 年度に実施した主な事業令和 7 年度に実施した主な事業

ゼロカーボンシティ推進事業ゼロカーボンシティ推進事業

　町の 将 来 像 　地域と行政が協働でめざす町の将来像

　めざす町の姿
　地域と行政が具体的にめざす方向や活
動の状態
　質問内容に該当すると答えた割合が

「めざす町の姿」の達成具合を評価する
数値です。

　　 事  業
　「めざす町の姿」に関する課題解決の
ため、政策・施策に基づいた事業を実施
しています。

　気候変動の緩和策・適応策を推進し、次世代への
影響を残さないまちであること

めざす町の姿めざす町の姿

評価指標評価指標

テニスコートの夜間照明 LED 化

4
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子育てしやすく子どもが元気に輝くまち
町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

　子育てについて相談できる場所や機会を知っ
ている町民の割合 / 働きながら子育てができる
環境が整っていると感じる町民の割合

（R6）44.1% ⤴（R7）47.4%
R5 年度末（中間）目標　52.4％
R9 年度末（最終）目標　56.5％

（事業費：1,343 万 3 千円）

　こども家庭センターでは、妊娠期から子育て期までの相談や発
達支援、産後ケアなど保護者に寄り添いながら切れ目のない支援
を実施しました。心理的支援アプリ（全国初）や医療相談アプリ

（県内初）を導入し、夜間や休日の支援の充実に取り組みました。

みんなが支え合い、安心して子育てができること

令和 7 年度に実施した主な事業令和 7 年度に実施した主な事業

こども家庭センター事業こども家庭センター事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

人と経済の好循環で
活力ある産業が育つまち

町の将来像町の将来像

町内の個人商店、飲食店、サービス店をよく
利用していると答える町民の割合

（R6）48.7％　⤴（R7）53.4％
R5 年度末（中間）目標　54.2％
R9 年度末（最終）目標　58.1％

（事業費：1,995 万 5 千円）

　物価高騰に対応する地方創生臨時交付金を活用し、プレミア
ム商品券のプレミア分に対しての補助を行いました。前年度よ
りも予算を増額し、町民の生活支援と町内消費の拡大を図りま
した。

令和 7 年度に実施した主な事業令和 7 年度に実施した主な事業

地域振興事業地域振興事業

地域資源を活用した地域内経済循環ができて
いること

めざす町の姿めざす町の姿

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

5
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堀と自然が調和した暮らしの基盤が整ったまち
町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

　生活しやすい環境（道路、水道、公園、交
通、情報通信設備）が整っていると感じる町
民の割合

（R6）44.6% ⤴（R7）45.0%
R5 年度末（中間）目標　52.2％
R9 年度末（最終）目標　56.2％

（事業費：261 万 2 千円）

　令和７年８月から、普段の買い物や通院などの移動手段とし
て、定額で町内を移動できる事前予約制の乗合タクシー「大木
のりあい号」の試験運行を実施しました。

社会基盤がバランスよく整い、快適に暮らしていること

令和 7 年度に実施した主な事業令和 7 年度に実施した主な事業

おおき乗合タクシー事業おおき乗合タクシー事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

Ｑ 

高
齢
者
の
移
動
（
交
通
）

手
段
を
充
実
し
て
ほ
し
い

Ａ 

本
町
で
は
町
内
間
の
新
た
な

交
通
移
動
手
段
と
し
て
、
令
和

７
年
８
月
か
ら
予
約
制
乗
合
タ

ク
シ
ー
「
大
木
の
り
あ
い
号
」

の
試
験
運
行
を
開
始
し
、
令
和

８
年
８
月
か
ら
本
格
運
行
し
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
、
ご

自
宅
な
ど
の
前
か
ら
乗
車
で
き
、

目
的
地
や
方
向
が
同
じ
人
同
士

が
乗
り
合
わ
せ
て
移
動
す
る
新

し
い
公
共
交
通
機
関
で
す
。
買

い
物
や
通
院
、
駅
ま
で
の
利
用

な
ど
、
町
内
の
移
動
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
今
後
も
利
用
者
に

と
って
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る

事業評価・町民
アンケートの

結果はこちら▶

大木のりあい号
詳細

　町の最上位計画である「大木町自
治総合計画」の政策施策、活動事
業の取組状況や成果の検証・評価を
行うために設置されている自治総合計
画審議会において、令和 7 年度の取
り組みの審議が行われました。
　その結果をまとめた「検証評価報
告」が 9 月 17日に久良木会長から
広松町長へ提出されました。町では、
この報告を今後の施策の改善や次期
計画に生かしていきます。

よ
う
、
随
時
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
町
内
の
移
動
の
み
が

対
象
と
なって
お
り
、
ご
利
用
に

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
来

庁
さ
れ
て
企
画
財
政
課
で
手
続

き
い
た
だ
く
か
、
町
の
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

道
路
・
水
路
・
安
全
施
設

な
ど
を
整
備
修
繕
し
て
ほ
し
い

Ａ 

町
内
の
道
路
、
水
路
や
安

全
施
設
な
ど
に
対
し
て
、
多
数

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

現
場
の
確
認
を
行
い
、
優
先
度

を
決
定
し
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
多
額
の

工
事
費
用
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
町
の
負
担
が
少
な
く
整

備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
要
望
は
、
ま
ず
区
長

さ
んへ
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
要

望
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
長
さ
ん
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
場
合
、
現
場
状
況
の
調

査
を
行
い
整
備
計
画
に
反
映
し

て
い
ま
す
。
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高い経営意識のもと
健全な行政経営が行われるまち

町の将来像町の将来像
ムダを省き効率的な行政運営がおこなわれて
いると感じる町民の割合

（R6）29.0％　⤴（R7）32.6％
R5 年度末（中間）目標　31.2％
R9 年度末（最終）目標　37.0％

（事業費：1,071 万 7 千円）　

令和 7 年度に実施した主な事業令和 7 年度に実施した主な事業

人材資源活用の提案事業人材資源活用の提案事業

めざす町の姿めざす町の姿

生産性高い行政経営と健全な財政運営が行われること

（事業費：2 億 4,855 万円）

（事業費：1 億 3,074 万 9 千円）

（事業費：1,070 万円）

　大木町ふるさと納税基金などを活用し、子どもたちの安心・安全な教
育環境を確保するために、大溝小学校校舎屋上防水・外壁等改修工事を
実施しました。

　火葬業務の安定的な運営を行うため、やすらぎ苑の長寿命化改修工事
として、火葬炉以外の設備・内外装の改修工事を行いました。

　電子窓口システム（ゆびナビプラス）を令和 7 年 11 月に本稼働し、
来庁手続きの際の書かない窓口を整備しました。また、ヤマトシステム
開発株式会社から地域活性化起業人を迎え、自治体 DX 推進のための
課題整理を行いました。

　全額が特別交付税措置される地域おこし協力隊制度により、ルリーロ
福岡の選手、スタッフが地域イベントを盛り上げました。また、事業者
訪問などで把握した地域課題を町と共有し、解決策の検討実施につなげ
たり、高校生や大学生との関係構築や町内企業への選手雇用なども実現
しました。

大溝小学校校舎屋上防水・外壁等改修工事大溝小学校校舎屋上防水・外壁等改修工事

やすらぎ苑営繕事業やすらぎ苑営繕事業

自治体 DX 推進事業自治体 DX 推進事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）
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特集

アクアスと町の将来を考えるアクアスと町の将来を考える
vol.3vol.3

㉄健康課　0944-32-1280

　
町
は
、
温
浴
機
能
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
将
来
に
わ
たって
持
続
可
能
な
運
営

が
で
き
る
「
健
康
づ
く
り
の
拠
点
」
の

整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
広
報
お
お

き
８
月
号
で
は
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
す
る
「
全
世
代
型
健
康
増
進

拠
点
」
の
整
備
に
向
け
た
３
つ
の
案
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
議
会
か
ら
の
要
請
や
住
民

説
明
会
で
の
ご
意
見
を
受
け
て
行
っ
た
、

「
現
在
の
ア
ク
ア
ス
を
改
修
し
て
使
い
続

け
る
案
（
案
３
）」
の
再
調
査
結
果
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
町
の
考
え
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　専門業者による再調査では、改修によって建物の長寿命化を図ることは、技術的には可能とされました。
　一方で、多額の改修費や維持保全費、工事に伴う長期休館が見込まれ、改修後も故障や再修繕のリスクが
残ることが示されました。

現
施
設
を
継
続
し
て
利
用

す
る
案
３
の
調
査
結
果
と

今
後
の
進
め
方

▶案 3 に関する調査で示された主な費用と期間

温浴施設の整備方法

案１ 現在のアクアスの位置に、
小規模な温浴施設を新たに整備する

案２ アクアス西側の町有地に、
小規模な温浴施設を新たに整備する

案３ 現在のアクアスを改修し、使い続ける

項目 概算費用・期間

今後 36年間（耐用年数まで）使用する場合の維持保全費 約33 億 9,000万円

早急に実施すべき改修に関する工事費 約14 億 5,000万円

改修工事に伴う休館期間 約１年間

地下機械室の地上移設費用 約 8,500万円

地下機械室の地上移設に伴う休館期間 約半年間

※金額・期間は再調査による概算です。
※地下機械室の地上移設を行う場合の費用は、改修に係る工事費に含まれていません。
※改修工事と地下機械室の地上移設を同時に行う場合は、休館期間が延びる可能性があります。

▶案 3「現在のアクアスを改修し、使い続ける案」の再調査でわかったこと
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詳細は
こちら

　施設の今後を考える際に、改修ができるかどうかに加え、そ
の後も安全に利用できるか、費用を負担し続けられるか、安定
した運営ができるかを見極める必要があります。
　町としては、今回の調査で示された費用、長期休館による
利用者への影響、改修後も続く維持管理の課題を総合的に考
えると、令和５年度の判断（検討委員会からの答申）と変わら
ず、案３を選択する合理的な理由は少ないと考えています。

　
現
在
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
使
い
続
け

る
間
に
も
、
設
備
の
老
朽
化
は
進
み
ま

す
。
判
断
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
も
、

費
用
や
利
用
への
影
響
が
伴
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
案
１
と
案
２
に
つ
い
て
、
健

康
福
祉
棟
と
の
つ
な
が
り
や
使
い
や
す

さ
、
施
設
の
規
模
・
機
能
、
整
備
費
用
、

工
事
の
進
め
方
、
工
事
期
間
中
の
利
用

へ
の
影
響
、
維
持
管
理
費
な
ど
を
比
較

す
る
と
と
も
に
、
案
３
の
再
調
査
結
果

も
含
め
、
整
備
費
用
だ
け
で
な
く
、
そ

の
後
の
運
営
や
将
来
負
担
な
ど
も
合
わ

せ
て
総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
と
の
協
議
で
は
、
調
査

結
果
や
将
来
負
担
、
懸
念
点
に
対
す
る

認
識
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
専
門
業
者

を
交
え
た
説
明
や
質
疑
を
重
ね
、
各
案

に
対
す
る
評
価
や
意
見
の
整
理
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

温
浴
機
能
を
将
来
へ
引
き
継
ぎ
、
幅
広

い
世
代
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
、
持
続
可
能
な
施
設
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
検
討
の
内
容
や
進
み
具
合
は
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点

構
築
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●特殊な形状（円形）の建物であることから、防水処理や点検・補修が難しく、漏水への継続的な対応が必要

●温泉やプールにより、高温多湿の環境であり、鉄骨やコンクリートの劣化が進みやすく、老朽化対策が必要

●地下機械室には設備が密集し、湿気や漏水に加え、機器の更新や作業スペースの確保に課題があります。

　
ボ
イ
ラ
ー
や
給
排
水
設
備
、
電
気
設

備
な
ど
に
は
更
新
時
期
を
過
ぎ
た
も
の

が
あ
り
、
今
後
も
劣
化
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　
設
備
の
故
障
に
よって
予
告
な
く
休
館

し
、
修
理
の
内
容
に
よって
は
再
開
ま
で

に
長
い
期
間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
故
障
す
る
た
び
に
修
繕
を
重
ね
る
と
、

そ
の
都
度
費
用
が
か
か
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
も
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
将
来
の
方
向
性
を

定
め
、
計
画
的
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

再調査結果を踏まえた町の考え

な
ぜ
今
後
の
方
向
性
を
決
め

る
必
要
が
あ
る
の
か

今
後
は
各
案
の
具
体
的
な

比
較
・
検
討
を
進
め
ま
す

改修後も残る施設の課題

老
朽
化
は
現
在
も
進
ん
で
い
ま
す

突
然
の
休
館
が
長
引
く
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す

修
繕
を
繰
り
返
す
負
担
が
生
じ
ま
す
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大木町をキレイな町へ！！
秋のクリーンおおき大作戦 ～中学生タイアップ事業～

　９月 26日に大木中学校と地域のボランティア団体「ポイ捨てごみをなくし隊」が協力し、清掃活動を行いました。
当日はあいにくの空模様となりましたが、中学生や保護者、地域の皆さんに加え、ルリーロ福岡の地域おこし協力隊の
2 人も参加し、総勢 179 人で町内の道路や歩道などのごみ拾いをしました。
　活動は早朝７時から約１時間行われ、たばこの吸い殻、空き缶、びん、ペットボトルなど約 50kgものごみが回収さ
れました。
　きれいな町をこれからも守っていくためには、ごみを「拾う」ことはもちろんですが、まずは一人ひとりがごみを「捨
てない」という意識が何より大切です。日々 の心がけで、大木町をもっと住みよい町にしていきましょう。

　部活の仲間たちやボ
ランティアの方 と々一緒に、町内の道
路のごみ拾いをしました。実際に拾っ
てみて、こんなにたくさんのごみが道
端に落ちていることが驚きでした。中
には、家庭のごみまで捨てられていま
した。特にタバコの吸い殻やペットボト
ルが多かったです。
　これからも少しでも大木町がきれい
になっていくように、道端などにごみが
落ちていたら、拾っていきたいです。

　この事業がは
じまって 16 年
が経ちました。これからも環
境美化のため、みんなで頑
張っていきましょう。また、ご
みをポイ捨てしないようにしま
しょう！

　この活動に参加してみ
て、普段何気なく歩いていた道にも意
外とたくさんのごみが落ちていることに
気づきました。
　最初は、ごみを拾うことが大変そう
と思っていましたが、みんなで声を掛
け合いながら、とても楽しく取り組むこ
とができました。
　この活動を通して、大木町をさらに
きれいにしていくためには、一人ひとり
の「ごみをなくそう！」という意識や、
その気持ちを行動に変えることが大切
だと分かりました。
　最終的には、ごみがない町になった
らいいなと思うので、ごみを捨てない
ようにする活動にも取り組んでいきた
いです。

　早朝からあいにくの雨
の中での清掃活動でしたが、たくさん
の生徒や保護者の方々が参加し、学
校周辺や地域のごみ拾いを行うことが
できました。
　実際にごみ拾いをしてみると、普段
はあまり気にしていなかった場所にも、
たくさんのごみが落ちていることに気づ
きました。みんなで協力してごみを拾っ
ていくと、少しずつきれいになっていく
のが分かり、達成感もありました。
　今回の活動をきっかけに、これから
も自分たちの学校や地域をきれいにす
ることを意識していきたいです。

１年４組 久
く め

米創
そ う き

喜さん

大木町清掃ボランティア

「ポイ捨てごみをなくし隊」

中村会長

２年４組 合
ごうじま

嶋紗
さ わ

和さん ３年４組 坂
さかぐち

口瑛
え い た

大さん

この日も
クリーンアップ

専用袋を
使いました

10
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クリーンアップ専用ごみ袋で
まちをキレイに！

11月は環境保全強化月間です。

リチウムイオン電池の
取り扱いに気を付けましょう

　「クリーンアップ専用ごみ袋」は、各地区の一斉清掃や地域でのご
み拾いに使用できます。個人でも、清掃ボランティア「ポイ捨てごみ
をなくし隊」への登録で専用ごみ袋が無料で使用できます。登録は
右記 QRコードから「ごみゼロアプリ」をダウンロードして行うか、環
境課へお電話ください。
※クリーンアップ専用ごみ袋は、家庭ごみには使用できません。

　11 月は不法投棄やごみのポイ捨て、野焼きなどの犯罪を防止する環境保
全強化月間です。
　家庭や事業所などから出たごみを屋外で焼却する行為は「野焼き」と呼
ばれ、法律で禁止されています。
　稲わら麦わらなど、やむを得ない場合の野焼きは、一部例外が認められて
いますが、周辺住民から苦情が寄せられた場合は指導の対象となります。
　また、不法投棄やポイ捨ても立派な犯罪です。一人ひとりがごみ出しのルー
ルを守り、適切な処理を心がけましょう。野焼きや不法投棄の現場を発見し
たら、ご連絡ください。

　リチウムイオン電池が燃やすごみやプラスチックの指定袋に混入してしまうと、リチウムイオ
ン電池が発火し、重大な事故につながります。ごみ収集業者や焼却施設、資源化施設の稼働停止やそこで働く人
の命にも関わるため、燃やすごみ・プラスチックの指定袋には絶対入れず、適正に処理してください。
リチウムイオン電池の処理方法
　発火リスクを減らすため、リチウムイオン電池は電池残量のない状態で廃棄
してください。
●電池の取り外しができる
　リチウムイオン電池のみ取り外し、「電池類」として地区分別収集か環境
プラザで出してください。
●電池の取り外しができない
　「小型家電」として出してください。小型家電の処理方法はホームページでご確認ください。

お知らせ ①

お知らせ ②

お知らせ ③

環境課からのお知らせ
㉄環境課　(0944-32-1120

Google play

リチウムイオン
電池処理方法

App Store

生活ごみの野焼き、不法投棄に関
する問い合わせ
環境課　(0944-32-1120
筑後警察署　(0942-52-0110

農業関係の野焼きの問い合わせ
産業振興課　(0944-32-1063

膨張や変形したリチウムイオン電池は環境プラザへ
　膨張や変形したしたリチウムイオン電池は地区の分別収集には出さず、環境プラザへ
持ち込み、職員へ直接渡してください。
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